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北福岡 福岡 佐賀 長崎 大分 熊本 宮崎 鹿児島

■協議事項

ました。例年通り、前年のＪＩＡ新人賞を受賞された御２人(今年 来期の事業計画・予算、各種委員会、フェロー会員の推薦、

は、近藤哲雄さん、馬場兼信さん)に講師を御願いしました。全体 建築塾、支部３０周年記念誌、建築展の反省

は下記の４部で構成され、実り大きな建築展となりました。又今年 ■報告事項

も各地（福岡会、宮崎会、鹿児島会）から応援に御越しいただき、 会員動向、支部の新本部理事、支部大会、山芋会、池原ﾄﾘﾋﾞｭｰﾄ

ありがとうございました。

■日韓合同学生ワークショップ

今年も、日本と韓国から９大学６５名の学生さんに参加いただき

ました。今年は毎年共催していただいている北九州市が市制５５

周年という事もあり、未来志向の課題を。という要望で、市内の

門司港レトロ地区の未来を日韓の学生達と一緒に考える事になり、

「小さくて大きな都市計画」という課題で、取り組みました。

■セミナー

御２人の講師の先生に、最新の建築について伺う企画で、今年は、

近藤先生は「いくつかの形式、物事としての建築」、馬場先生は

「建築と環境」というタイトルで御講演下さいました。

■ＪＩＡ建築展２０回記念式典

これまでの建築展の開催に御尽力いただいた日韓の大学の先生方、

行政、建賛会、九州支部の皆さんに参加いただき、共に御互いの

健闘を称えながら、これまでの功績を振り返り、幣会からも皆様に

感謝の気持ちを刻んだクリステルの盾を贈呈させていただきました。

■パネル展

今秋５年の歳月をかけた修復が終わったＪＲ門司港駅で開催し、

上記のＷＳの成果である模型やパネルを展示して、学生の提案を

市民や観光客に見てもらった。

毎年継続開催している建築展、今年は２０回目の記念大会となり

北福岡地域会例会（第5回）・建築展反省会・忘年会

日時：平成３０年12月14日 金曜日　18：00-20：00
場所：東畑建築事務所他
参加人数：14名

JIA九州支部各地域会　平成31年1月　活動報告

「ＪＩＡ建築展２０ 」

場所：北九州ハイツ、ｸﾗｳﾝﾊﾟﾚｽﾎﾃﾙ北九州、港ハウス、ＪＲ門司港駅

講師：建築家　近藤哲雄　馬場兼信

参加人数：129名

日時：11月2日 金曜日　～　11月4日 日曜日、12月2日 日曜日
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北九州市は、一昨年他界された建築家　池原義郎氏の設計された

設計監理協会、日本構造技術者協会、北九州設備設計監理協会、 建築が多数存在する国内でも稀有な地域です。又、北九州市内及び

ＪＩＡ）、及び行政、建賛会が、毎年、新年の賀詞交歓会を開催 九州各地には、氏の教育を受けた会員も多数活躍しています。関係

しています。今年も、例年のように開催され、皆で新年を祝うと する多くの方々にお集まりいただき、氏の建築を共に体験しながら

同時に、建築業界の繁栄と、活動を確かめあった。 一番弟子であった入江正之先生を中心に、その建築は何であったか

その教育理念はどこにあったのかを再度共に振り返り、今後の建築

文化の向上に繋げると共に、氏を知らない若い学生や一般市民とも

広くその価値を共有して地元の建築文化の向上を目的に開催した。

前日は、国内外から生前の氏に関わる様々な立場の方々が参加され

旧交を確かめ合い、同じ価値も共有する人の輪が広がった。

1月18日(金)に、第9回役員会を開催しました。

主な議題は、来期の事業計画と、収支予算案の説明と承認です。

来年度は、今期の延長で、撒いた種が成長して芽が出るよう、水をやり、

肥料をやるように、育てて行く事を確かめ合った。

主な議題は、直前の支部役員会で打診のあった、次の九州支部大会

の開催を、幣会で受けるか否かを協議した。

協議の結果、会を挙げて、九州支部大会の成功に尽力する事になり、

準備を進めて行く事になった。

2月20(水)に、第10回役員会を開催した。

JIA九州支部各地域会　平成31年3月　活動報告

「賀詞交歓会 」

参加人数：161名（内ＪＩＡ会員23名）

日時：平成３1年1月10日 木曜日　18：00～20：00
場所：クラウンパレスホテル小倉

北福岡地域会役員会（第9回・第10回）

北九州市の建築６団体（建築士会、建築士事務所協会、北九州建築

「池原義郎トリビュート 」

講師：入江正之（建築家　早稲田大学名誉教授）
日時：平成３1年1月12日 土曜日　10：00～17：30
場所：西日本工業大学、クラウンパレス北九州、唐戸市場、他
参加人数：見学会19名、講演会34名
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9⽉22⽇定例会⾵景

福岡地域会役員会（第3回）

■⽇時：平成30年7⽉28⽇⼟曜⽇18：00-20：00
■参加⼈数：12名
■報告事項
会⻑報告
第２回役員会議事録確認
・全国⼤会の9⽉14⽇(⾦)に予定されている九州ナイトの会場につ
いて。
・福岡地域会の事業室と企画運営室の活動報告をまとめた

フォーマットについて
事業室報告
・建築相談室：7⽉12⽇に建築相談定例会議を開催。参加者は６
名。
・国際交流：6⽉15⽇〜16⽇に光州建築⼠会との会議を釜⼭に

て開催。福岡地域会からは６名参加。
・会員交流：四季の会の⽇程を検討する。
・災害対策：JIA災害対策⽀援ネットワークの福岡地域会担当は、
佐々⽊地域会⻑、福⽥地域副会⻑、⽥中⼀樹地域副会⻑、村上地
域副会⻑の４名とする。
・⾏政連絡：8⽉21⽇(⽕)に福岡建築⾏政研究会が開催される。
・協⼒会：8⽉6⽇(⽉)に協⼒会主催の納涼ボーリング⼤会を開
催。
・福岡建築倶楽部：9⽉28⽇(⾦)にゴルフコンペを開催予定
・プロポーザルコンペ：8⽉25⽇(⼟)17時〜18時30分にて

福岡県弁護⼠会館の構造⾒学会を開催予定。
企画運営室報告
・広報：福岡地域会ブルテンの今年度初回発⾏の原稿を説明。

ホームページの製作状況の報告。
・例会：６⽉例会を6⽉22⽇(⾦) ７⽉例会を7⽉17⽇(⾦)

８⽉例会は8⽉23⽇(⽊)に開催。
・住宅部会：来年２⽉に建築展も含めた企画を思案中

地域会⻑
佐々⽊ 寿久
⽇頃よりJIA 活動にご理解頂きありがとうございます。地域会⻑
就任から8 か⽉がたちました。総会での⽬標に掲げた運営⽅針を
基にやってまいりましたが、私個⼈としまして達成できているも
の、そうでは無いものとやはり到達点はまだまだと思っていま
す。達成できているものとしましては、広報活動を活発に⾏い
ホームページの更新・ブルテンの発⾏、配信・など停滞していま
した事業を復活することができました。やはりこの広報というも
のの重要性を改めて感じています。会員の皆様への情報の伝達や
共有などスピードが増し、正確にお伝えすることができる点など
満⾜度は⾼いです。未達成なものとしましては、【技術の向上と
幅広い知識】についてです。建築基準法改正や関係法令の勉強会
などできることは⼤いにあると思っています。また協⼒会様の新
技術の周知や勉強会も上記同様と感じています。この事を踏ま
え、今後の運営に⽣かしていきたいです。

福岡地域会役員会（第4回）

・福岡市都市景観賞：12/2〜12/11にアジア美術館7階アートカ
フェで開催。
・デザインレビュー：7⽉2⽇(⽉)に新しい学⽣実⾏委員会との会

議を開催。
その他
・JIA九州⽀部30周年記念誌の進捗状況報告。
■協議事項
1. JIA福岡地域会ホームページの構成について
2. JIA福岡地域会ブルテン発⾏について
3．建築家賠償責任保険(ケンバイ)の説明会について。
■審議事項
1. ⼊退会について 準会員(ジュニア会員)の⼊会申し込みを承認
2. ⽼朽化によるプロジェクターの購⼊を承認
3． ９⽉の全国⼤会の交通費補助を承認

■⽇時：平成30年9⽉22⽇⼟曜⽇16：30-20：00
■参加⼈数：15名
■報告事項 会⻑
報告
・25年賞の選定委員を1名選出したい。報告内容は添付資料を

確認願いたい
企画運営室報告
・次回地域会ブルテン発⾏について原稿の依頼をおこないたい
■協議事項
・九州⽀部３０周年記念誌の件
・会員会費について
・JIA25周年賞の福岡地域会の選考委員について
■審議事項
1. ⼊退会について
2. 福岡地域会ホームページメンテナンス料について

JIA九州⽀部各地域会 平成30年8⽉〜12⽉ 活動報告

地域会⻑あいさつ
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11⽉忘年会⾵景

国際交流

11⽉10⽇定例会⾵景

建築相談室では事務局と市役所にて⽉3回建築相談を受け付
けています。8⽉から11⽉は下記の相談対応を⾏いました。

○8⽉21⽇ 家の嵩上げ・レンガ積み外壁の新設について
（担当：川津・⽔野）
○8⽉23⽇ 既存不適格建築物に対する施⼯状況報告書について
（担当：⾼司、有吉）
○11⽉20⽇（市1件⽬）建築条件付き⼟地を購⼊したが⼟地形状
がいびつである。施⼯業者作成の設計図に関する設計相談
○11⽉20⽇（市2件⽬）中古住宅を購⼊し、全⾯リノベーション
を計画している。間取りの相談、屋内階段増設に関する基準法の
相談（担当：酒⾒、武本）
また9⽉27⽇、11⽉22⽇は相談員相互の事例の検証、相談回答の
統⼀化を⽬的とした建築相談定例会を事務局にて⾏いました。定
例会終了後は懇親を図るため、「お⽉⾒会」（9⽉）「建築相談室
忘年会」（11⽉）を開催しました。相談会定例会には⻑年相談員
を務められている経験豊富な
会員が参加されるため、若⼿相談員は相談対応などの助⾔をいた
だいて今後の相談活動に活かしていきたいと思います。
（9⽉相談会定例会参加者：加藤・⾼司・武本・樋⼝・川津・⻄
村・有吉 計7名）（11⽉相談会定例会参加者：⽇⽐⽣・酒⾒・⽉
形・川津・⻄村・有吉 計6名） （担当：有吉兼次）

韓国建築⼠会光州地域会が来福されました
11⽉8⽇韓国光州より会⻑を含め5名の⽅が来福されました。福
岡地域会からは、会⻑含む総勢6名でお出迎え致しました。そ
の後、歓迎を含めて両国の建築界の話など情報交換を⾏い、
今後の国際交流の意義も議論しました。来年は光州と福岡地
域会の交流が始まって20年⽬にあたる事から光州では記念誌
を作る予定もあり、どのような協⼒ができるかも議論され有意
義な時間を過ごす事が出来ました。その後⼀⾏は翌⽇平⼾へ
視察に⾏かれ帰国されたとお聞きしています。

建築相談室

参加者 光州：会⻑含む５名／福岡：佐々⽊地域会⻑、川津九
州⽀部⻑、⽥中前地域会⻑、⽥中地域副会⻑、福⽥地域副会⻑、
村上地域副会⻑

JIA九州⽀部各地域会 平成30年8⽉〜12⽉ 活動報告

福岡地域会役員会（第5回）

■⽇時：平成30年11⽉10⽇⼟曜⽇18：00-20：00
■参加⼈数：10名
■報告事項
審議事項
1. ⼊退会について：協⼒会の退会届を承認
2. その他：九州⽀部ＨＰメンテナンス委託契約先変更を承認
協議事項
1. 九州⽀部３０周年記念誌の件
2. 福岡地域会会員集会(１１/２０)の件
3. 九州⽀部報告メール版ブルテンの件
4. その他
・光州市建築⼠会との交流20周年について
・フレッシュマンセミナーが⼤阪で開催予定について報告事項
1. 会⻑報告
・第４回役員会議事録確認
・12⽉4⽇にＪＩＡケンバイ保険の勉強会があるので参加してほ
しい。
・今年度の国際交流助成⾦申請（光州市建築⼠会との交流）が
本部より否認された。
・⺠法（債券関係）改正に伴う契約約款改正検討作業の中間報告
について
3. 事業室報告
・30周年記念誌発刊に伴う協⼒会協賛⾦について
・10⽉25⽇、福岡建築倶楽部役員会が⾏われ、ＣＭ協会九州⽀
部の加⼊の是⾮について
4.企画運営室報告
・9⽉26⽇（⽔）に例会が開催された。11⽉20⽇（⽕）に会員集
会予定
・福岡市都市景観賞各賞は決定し、展⽰準備、撤去等の⼿伝依頼
・福岡設計3団体による「3会合同シンポジウム」について
5.福岡地域会忘年会(１２/１５)の件

2



北福岡 福岡 佐賀 長崎 大分 熊本 宮崎 鹿児島

左上：優勝の喜びを語る井上会員／他：表彰式⾵景

８⽉６⽇ 協⼒会主催「 納涼懇親ボーリング⼤会」

8⽉10⽇博多スターレーンにて夏の恒例イベントとなりました
「協⼒会主催納涼懇親ボーリング⼤会」が開催されました。会
員6名会員事務所スタッフ16名協⼒会員63名合計85名が参加
しました。佐々⽊会⻑の始球式のあと、2ゲーム合計で個⼈戦
とチーム戦を⾏いました。
個⼈優勝：南嶋啓介 ㈱太陽設計 スコア：320（2ゲーム合計）
チーム優勝：74レーン（南嶋啓介、⾦城努、⻄原俊介、⼭⼝琢
也）
トータルスコア：1,094、アベレージ：274
⼤会終了後は地下の中華料理店「東海苑」にて表彰式と記念
品贈呈が⾏われました。（担当：協⼒会会⻑ ⻄井博⽂）

JIA九州⽀部各地域会 平成30年8⽉〜12⽉ 活動報告

9⽉28⽇ 第26回福岡建築倶楽部ゴルフコンペ 福岡地域会 歴代地域会⻑座談会

第26回福岡建築倶楽部ゴルフコンペ結果報告
台⾵24号が次第に九州に近づく中、嵐の前とは思えない晴天
の9⽉28⽇（⾦）に回を重ねて26回にもなる福岡建築倶楽部の
ゴルフコンペが⾏われました。コースは福岡雷⼭ゴルフクラ
ブ。アウト8組、イン7組の計15組の参加はかなりの盛況。
わがＪＩＡは井上福男チーム、和⽥正樹チーム、市川清貴チー
ムの3組でそれぞれに正会員・協⼒会員でチームを作り、⼤熱
戦となりました。結果は⾒事に井上福男会員が優勝、惜しくも
チーム優勝は逃しましたが、それでも協⼒会の（株）メタルテッ
ク近藤社⻑がしぶとく敢闘賞と伝統の地位を守り切る⼤健闘でし
た。（ 担当：市川清貴）

■⽇時：9⽉22⽇ 18時00分〜
■場所：いそざき
9⽉22⽇⼟曜⽇に九州⽀部30周年記念誌へ掲載を予定してい
る歴代地域会会⻑の座談会を⾏いました。12名の歴代会⻑が
「いそざき」あつまり、いままでの活動や未来の福岡地域会を
語りあい、盛⼤な座談会となりました。詳しい内容は⽀部３０
周年記念誌をご覧ください。（担当：佐々⽊寿久）

歴代会⻑地域会⻑ 集合写真
前列右から ⻄岡 弘 ⽉形 勲 栗⼭政雄 井上福男 ⽔野 宏
後列右から 松⼭将勝 川津悠嗣 ⽥島正陽 市川清貴 佐々⽊寿久
⾓銅 剛太 和⽥正樹
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■⽇時：9⽉26⽇⽕曜⽇18時30分例会開始
20時00分同⼀会場にて懇親会
■場所：アーキタンツ福岡
「考えてみると普段、他の設計事務所に⾏く機会は少ない。⼈の
事務所はどのような場所でどのようなレイアウトで、どのような
雰囲気なんだろうか。なんなら家賃とか・・・。」ということ
で、9⽉例会は会員の事務所を開放して⾏われた。普段打ち合わせ
や模型製作が⾏われているスペースで、Cassina ixc.による海外の
設計事務所事例の報告会、ｷｬﾌﾟﾃﾝｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰによるオフィス照明の
プレゼン、アトリエサンカクスケールの村上明⽣⽒による新事務
所移転の経緯や事務所と地域の関わりについての講演が⾏われ
た。その後もそのまま懇親会が⾏われ、会員同⼠、会員と協⼒会
員、スタッフ同⼠の情報交換が活発に⾏われた。 参加⼈数 33名
（ 担当：福⽥哲也）

講師:建築家 淺⽯ 優⽒

「福岡市動物園エントランス複合施設」完成にあたって、設計
者である、浅⽯優⽒をお招きして例会を⾏った。Ⅰ部は浅⽯⽒
説明のもと施設⾒学を⾏い、敷地に建物を配置することで、2
つの開かれた広場を造る浅⽯⽒の設計⼿法、細部まで吟味さ
れたディテール等⾒どころが多く、⾒学者からも多くの質問が
浅⽯⽒に投げかけられ、活気ある⾒学会となった。
Ⅱ部は場所を移して、「場所の云うことを聞く」というテーマ
で、浅⽯⽒の学⽣時代から現在に⾄るまでの多くの建築事例
をスライドで⾒ながら講演が⾏われた。住宅から都市計画ま
で多様なスケールでお話し頂き、建築に対する浅⽯⽒の思想
が浮かび上がる有意義な例会となった。
参加⼈数・⾒学会 33名・講演会 37名・懇親会 20名
（担当：福⽥哲也）

■⽇時：8⽉23⽇⾦曜⽇
■場所：福岡市動物園／アイカ⼯業福岡⽀店

JIA九州⽀部各地域会 平成30年8⽉〜12⽉ 活動報告

8⽉公開例会「場所の云うことを聞く」 9⽉公開例会「⼈の事務所で話して飲んでみる」
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９⽉１３⽇から１５⽇まで、アルカジア⼤会と同時開催されたＪ
ＩＡ建築家⼤会2018東京に福岡地域会より３０名が参加いたしま
した。メイン会場は明治⼤学で初⽇、２⽇⽬はアルカジア⼤会と
合同開催のため、例年の全国⼤会とは異なった国際⾊にあふれた
雰囲気でした。今回の⼤会テーマは「素なることと多様な相」で
藤本壮介⽒と野⽼朝雄⽒の 「Simplicity | Multiplicity」メインシ
ンポジウムに参加してきました。シンプルと複雑さ、単や群、調
和と対⽐、個と社会などをキーワードに両⽒が⼿がけられている
プロジェクトを紹介され、対談では建築を⽂化としてとらえるパ
リと建築を機能主義重視で未来へのワクワク感が少ない⽇本を対
称的に捉えた内容は興味深く、⽇本での将来の建築家の存在意義
を⼀考する内容でした。またアルカジア⼤会では、同時通訳で海
外の建築家の基調講演も聞くことができ、海外の建築⼿法など知
⾒を広げると同時にスカイツリーや東京駅など⽇本の最新技術・

■⽇時：11⽉20⽇⽕曜⽇ 18時00分例会開始
■場所：天神ビル11階6号会議室
■参加⼈数：12名
2018年度佐々⽊地域会⻑体制の前期の活動報告と今後の地
域会活動についての会員同⼠の意⾒交換が⾏われた。活動報
告では、HPリニューアルや例会、光州との国際交流、都市景観
賞展⽰、各委員会活動等の報告を⾏い、その後の意⾒交換で
は、今後の国際交流の在り⽅、各委員会活動の⾒直し、JI Aの
魅⼒、意義についてまで、各会員からざっくばらんに様々な意
⾒が出た。意⾒を受けて佐々⽊地域会⻑から、参考にしなが
ら後期もしっかりと、会員サービスの充実と広報の強化、とい
う今年度の指針を推し進めていく表明がなされた。例年に⽐
べ参加⼈数が少なく、平⽇ではなく⼟曜の⽅が集まりやすいので
はとの声もあり、次回の会員集会の⽇程は再検討が必要
であるが、⼀⼈⼀⼈の意⾒がしっかり聞けて活発な意⾒交換の場
になった。（担当：福⽥哲也）

11⽉会員集会の会場⾵景

9⽉13⽇-15⽇ JIA建築家⼤会2018東京

施⼯⼿法を改めて学べる貴重な経験となりました。レセプション
会場の六本⽊ヒルズでは建築の⽇本展がJIA建築家⼤会のため延⻑
開催されており、多彩多数な建築模型、資料に圧倒され⽇本の建
築の変遷を学ぶことができました。建築関係者以外の多くの⼀般
観覧者が来場され、市⺠は建築に期待していると感じます。グラ
ンドハイアット東京で⾏なわれたレセプションは盛り上がり、そ
の後の九州ナイトでも会員親睦が深まりました。最終⽇は九州⽀
部役員会や地域会会⻑会議などが⾏われ充実した３⽇間となりま
した。来年は⻘森弘前⼤会です。弘前は東⽇本⼤震災の被害は⽐
較的少なかった地域ですが震災以来初めての東北⽀部での建築家
⼤会です。多くの会員のみなさまに⾜を運んでいただいたら東北
全体の応援になると思います。
（担当：有吉兼次）

JIA九州⽀部各地域会 平成30年8⽉〜12⽉ 活動報告

11⽉例会「秋の会員集会」
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都市景観賞受賞作品

福岡市都市景観賞

第２８回福岡市都市景観賞応募に多数のご協⼒をいただきありが
とうございました。全部⾨合わせて800件を超える応募をいただ
きました。市⺠投票による⼀次審査を終え、各分野の専⾨委員に
よる厳正な選考を⾏い，福岡市都市景観賞の『⼤賞』
『部⾨賞』を決定しました。また，市⺠の投票によって決まる
「市⺠賞」に決定しました。
⼤賞 ⻄南学院⼤学図書館
 １．ランドスケープ部⾨ ⻄⽇本シティ銀⾏ココロガーデン
 ２．建築部⾨ 森のおうち保育園
 ３．広告部⾨We Base 博多
 ４．活動部⾨きんしゃい きゃんぱす
 ＜市⺠賞＞ 平尾保育園
表彰式⽇時：平成30年12⽉2⽇(⽇曜⽇）14：00〜17：00まで
会場 あじびホール（福岡アジア美術館8階）
☆建築家・早稲⽥⼤学教授の吉村靖孝⽒による基調講演も⾏
います。
展覧会 期間 平成30年12⽉2⽇(⽇曜⽇) 〜12⽉11⽇（⽕曜⽇）
※12⽉5⽇（⽔曜⽇）は休館⽇
会場：アートカフェ（福岡アジア美術館7階）
JIA福岡地域会は2014年度より福岡市都市景観賞の運営JVの
⼀員として会場デザイン等の活動しております。
（担当：⼭澤 宣勝、佐々⽊寿久）

展覧会場⾵景

展覧会場⾵景

吉村靖孝⽒による基調講演

JIA九州⽀部各地域会 平成30年8⽉〜12⽉ 活動報告
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事業室 活動報告

⾏政連絡（HPに資料を掲載しております）
○８⽉２１⽇に福岡建築⾏政研究会、第１３回定例会議に出席
し、資料をメールにて配信しました。
・２９年度の事業報告、決算報告、３０年度の事業計画、予算

について・⺠有地緑化助成事業について
・基準法の改正（準防⽕地域のケンペイ率緩和措置、⽊造建築

に係る制限の合理化等）
・緩衝帯を有する接合部の評価（消防より）※地下街の接合部等
○10⽉15⽇ 県の福岡県建築確認円滑化対策協議会総会に
出席し、資料をメール配信とホームページに掲載しています。
（担当：福⽥哲也）

JIA九州⽀部各地域会 平成30年8⽉〜12⽉ 活動報告

福岡県弁護⼠会館 現場⾒学会 デザインレビュー（⽀部事業）

■⽇時：8⽉25⽇ ⼟曜⽇
■場所：福岡県弁護⼠会館 現場
■参加⼈数：42名
８⽉２５⽇（⼟）１７時よりに福岡県弁護⼠会館現場⾒学会が⾏
われました。２０１５年に⾏われましたプロポーザルにより北福
岡地域会の古森弘⼀⽒が３０案の中から⼀次審査、公開ヒヤリン
グ、２次審査を経て選定されました。当プローザルは福岡県弁護
⼠会からJIA九州⽀部に監修コンサルティングを委託されている事
業です。⾒学会当⽇は設計者の古森⽒をはじめ、施⼯業者の奥村
組さん、左官職⼈の⼤前⽒、外壁ステンレスの東洋ステンレス研
磨さん、カーテンウォールの建鋼社さんも参加していただき、素
材の説明、施⼯の⾒どころ、現場での苦労話をお話しいただきま
した。⼤会議室やホールは開放的な鉄⾻⼤空間で圧倒され、現場
での数多くの試作品やディテールの検討で丁寧な設計、施⼯をさ
れていると感じました。施⼯中にもかかわらず九州各所より４２
名が⾒学会に参加させていただきました。関係者の皆様には⼤変
お世話になりありがとうございました。

「デザインレビュー」は、全国各地の⼤学、⼤学院、専⾨、⾼専
などで建築を学ぶ学⽣達の意欲的作品の講評を通して、現代建築
や都市環境を取り巻く諸問題を議論し、デザインの可能性とリア
リティについて、広く意⾒を交換する場を提供する活動です。こ
の企画を通じて、各地の⼤学をはじめとした建築教育の現場、公
共や⺠間の建築関係者、および建築・都市に関⼼のある多⽅⾯の
⽅々を結びつけ、建築批評全体の質が向上することを期待し、現
代の建築・都市デザインに対しての刺激となる事を⽬指していま
す。今回で24回⽬の開催を迎え、有志の学⽣による実⾏委員会を
中⼼に活気ある場となるよう取組んでいます。JI Aとしては、
⽇々の会議に出席し、当⽇の運営はもちろん、開催に⾄るまで、
社会⼈としてのサポートを⾏います。現在は、開催に向けて、学
⽣実⾏委員会のメンバーが奮闘しているところです。今回は、
2019年3⽉8⽇（⾦）、9⽇（⼟）の2⽇間、会場はぐりんぐりんに
て開催予定です。このレビューは、企業、個⼈など多くの皆さん
⽅のご協⼒の上に成り⽴っております。この九州の地で始まった
活動を⼤切に、そして誇りあるものとして実⾏していけるよう、
今後とも皆様のご協⼒ご⽀援のほどをどうぞよろしくお願い致し
ます。
（担当：池浦順⼀郎）
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JIA九州⽀部各地域会 平成31年1⽉〜3⽉ 活動報告

福岡地域会役員会（第7回） 建築相談室

■⽇時：平成31年1⽉19⽇⼟曜⽇18：00-20：00
■参加⼈数：11名
■報告事項
審議事項
1. ⼊退会について
協議事項
1. 九州⽀部⼤会の補助⾦の件
2. 都市景観賞の協⼒者への分配⾦の件
3. リフレッシュセミナーの参加者
（テーマ：建築の進化と拡張）
4. ⽀部ホームページのコンテンツの件：近畿・東海と合せる
5.来年度九州⽀部事業計画（案）について
6.2019年度福岡地域会事業計画（案）について
7.その他
報告事項
1.会⻑報告
2.九州⽀部⻑報告
3.事業室報告：福岡建築倶楽部新年の集い出席確認
4.企画運営室報告

福岡地域会役員会（第8回）

■⽇時：平成31年3⽉9⽇⼟曜⽇18：00-20：00
■参加⼈数：6名
■報告事項
審議事項
1. ⼊退会について
2. 都市景観賞の分配⾦の件
3.2019年度福岡地域会収⽀予算書（案）について
4.その他
協議事項
1. 事務局、空調機交換の件
2. 30周年記念誌、協⼒会記載事項の確認
3. その他
報告事項
1. 会⻑報告
2.九州⽀部⻑報告
3. 事業室報告
4.企画運営室報告

福岡地域会建築相談室では⽉3回(1回は福岡市役所にて)の建築相
談を受けております。1⽉から3⽉にかけて2件の市⺠から相談に
対応しております。1件は住宅を増改築してクリニックに⽤途変更
を⾏う際の基準法及び構造についての相談、2件⽬はワンルームマ
ンションリフォーム⼯事の仕上程度についての相談です。いづれ
も相談員2名で対応し、現状の問題点の整理及び把握や経験に基づ
いた解決策及び相談先、今後の進め⽅などを助⾔しております。
2018年度は10件の相談に対応いたしました。瑕疵担保制度の普及
や他団体の相談体制整備などにより、過去に⽐べて相談件数は減
少傾向ですが、来年度も引き続き、市⺠に向けて安⼼できる質の
⾼い建築相談を⾏なっていきたいと思います。また建築相談室で
は年4回相談事例の検証、相談対応⽅法の共有化を⽬的に定例会を
⾏なっております。
下記写真は3⽉14⽇ 相談室定例会⾵景
  (酒⾒会員、上塘会員、永⽥会員 、樋⼝会員、有吉会員)
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2⽉例会は、オンデザインの⻄⽥司⽒に登壇頂き、前半は⾃⾝の
様々なスケールの建築活動を⾜早にお話頂いた。後半に松⼭将勝
⽒とオンデザインスタッフの森⽒も登壇頂いて、松⼭⽒からの質
問形式で進められた対談では、⻄⽥⽒の建築との向き合い⽅、オ
ンデザインとの向き合い⽅がざっくばらんに語られ、森⽒が話を
する事でよりリアルに、⽴体的な対談が⾏われたように感じた。
最後には⻄⽥⽒の提案で、ネットからのアクセスによる質疑応答
が⾏われた。会場からの質問がスクリーンに映しだされ、その質
問に答えていくというもので、皆が質問しやすい⾮常に良い質疑
応答のやり⽅であった。

1⽉25⽇ANAクラウンプラザホテル福岡「クラウングランドボー
ルルーム」にて「第21回福岡建築倶楽部 新年の集い」が開催さ
れました。今回から「⼀般社団法⼈⽇本コンストラクション・マ
ネジメント協会九州⽀部」様も加⼊され、8団体での開催になっ
た。         平成の時代はまさに災害の時代だった
為、8団体団結し、それぞれの特徴を活かし⽅向を揃えていくこと
を表明しました。協⼒会、賛助会も数多く参加されており、福岡
建築倶楽部の重要性を感じました。

新年の集いの準備会で、福岡建設会館へ集まりました。新たに
「⼀般社団法⼈⽇本コンストラクション・マネジメント協会九州
⽀部」様が建築倶楽部への⼊会を承認された。

1⽉例会

JIA九州⽀部各地域会 平成31年1⽉〜3⽉ 活動報告

第21回 福岡県建築倶楽部 新年の集い準備会

■⽇時：1⽉16⽇
■場所：福岡建設会館 303号会議室

第21回 福岡建築倶楽部 新年の集い

■⽇時：1⽉25⽇
■場所：ANAクラウンホテルプラザ

2⽉例会

■タイトル：「⾃作も、語る」
■講演者：建築家 川津 悠嗣 ⽒
■⽇時：平成31年1⽉24⽇⽊曜⽇18：30〜20：00
■場所：アイカ⼯業福岡⽀店
■例会参加⼈数：42名
■懇親会参加⼈数：15名

1⽉例会は、九州⽀部⻑の川津悠
嗣⽒による、⾃⾝のJIAでの活動
と建築⾃作を時系列でリンクさ
せながらのお話で、川津⽒の建
築家としての⼈物像がよく分か
る興味深い講演だった。
その後の懇親会では、会員同⼠
引き続きの意⾒交換、協⼒会会
員からも、改めてJIAの話が聞け
て良かったなどの感想を頂き、
活気のある新年最初の例会に
なった。

■タイトル：「建築を、ひらく」+対談
■講演者：建築家 ⻄⽥ 司 ⽒・対 談：建築家 松⼭ 将勝 ⽒
■⽇時：平成31年2⽉19⽇⽕曜⽇18：00〜20：00
■場所：FAIRBANKS（ﾌｪｱﾊﾞﾝｸｽ）
■例会参加⼈数：65名
■懇親会参加⼈数：30名



北福岡 福岡 佐賀 長崎 大分 熊本 宮崎 鹿児島

建築塾

福岡には、福岡10、佐賀8、⻑崎72、熊本19、⼤分8、宮崎3
⿅児島31、計151の有⼈離島が存在します。⻑崎県は全国47都道
府県の中で最も離島が多い県となっています。これらの島々は、
⼤きな暖流が分岐する対⾺海流と⽇本海流（⿊潮）とで繋がって
おり、「海流と海⾵」を共有しているという切り⼝から、その⾵
⼟と建築・⽂化について考える塾とする。今回は13名の参加と
なった。

■⽇時：3⽉15⽇、16⽇
■場所：壱岐

福岡地域会パネル「相島」について

JIA九州⽀部各地域会 平成31年1⽉〜3⽉ 活動報告

福岡県弁護⼠会館 落成式 デザインレビュー

■⽇時：3⽉8⽇、9⽇
■場所：ぐりんぐりん（アイランドシティ中央公園）

■⽇時：3⽉5⽇
■場所：弁護⼠会館

JIA九州⽀部がプロポーザルの⽀援から完成までをサポート業務を
⾏った、「福岡県弁護⼠会館」が落成式を迎えた。北福岡会の古
森弘⼀建築設計事務所による設計。

デザインレビューでは、毎年建築の諸分野で活躍されている⽅々
をクリティークとしてお招きし、出展者に対し、1対1で設計作品
について講評を受ける機会を設けており、今年度で24回⽬の開催
となります。⼤会の運営は九州の各⼤学で建築を学ぶ学⽣から毎
年有志を募り⾏なっており、本年度も多くの実⾏委員が集まっ
た。

建築塾課題内容より⼀部引⽤



北福岡 福岡 佐賀 長崎 大分 熊本 宮崎 鹿児島

下記以降は協定書の抜粋です。

JIA九州支部各地域会　平成31年1月　活動報告

地震時等における被災建築物応急危険度判定に関する協定書の締結式開催

場所：佐賀県庁 

主催者：佐賀県

参加団体：佐賀県、佐賀県建築士会、佐賀県建築士事務所協会、JIA九州支部佐賀地域会

日時：１月１７日 木曜日

佐賀県では、この度地震時等における被災建築物応急危険度
判定に関する協定書を３会（JIA、建築士会、建築士事務所協
会）と協定することになりました。前回の熊本地震におい
て、連絡、指示系統がばらばらになっていて、現場が混乱し
ていました。他県ではすでに取り組み完了という所もありま
すが、佐賀県ではやっと取り組みを開始いたします。これか
らは災害時に迅速な連絡、行動ができることを期待していま
す。



北福岡 福岡 佐賀 長崎 大分 熊本 宮崎 鹿児島

JIA九州⽀部各地域会 平成31年1〜3⽉ 活動報告

地震時等における被災建築物応急危険度判定に関する協定書の締結式開催

場所：佐賀県庁 

主催者：佐賀県

参加団体：佐賀県、佐賀県建築⼠会、佐賀県建築⼠事務所協会、JIA九州⽀部佐賀地域会

⽇時：１⽉１７⽇ ⽊曜⽇
下記以降は協定書の抜粋です。

平成31年1⽉18⽇ 佐賀新聞掲載

佐賀県では、この度地震時等における被災建築物応急危険度
判定に関する協定書を３会（JIA、建築⼠会、建築⼠事務所協
会）と協定を⾏いました。前回の熊本地震において、連絡、
指⽰系統がばらばらになっていて、現場が混乱していまし
た。他県ではすでに取り組み完了という所もありますが、佐
賀県ではやっと取り組みを開始いたします。これからは災害
時に迅速な連絡、⾏動ができると期待します。
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■九州支部・本部状況報告

■今後の事業について

■九州支部・本部状況報告

忘年会開催：会員+協力会員	相互交流会

�ありました。

■�Coming Soon���「市民公開セミナー�建築家セミナー」��開催

「建築と環境と人間」���講師：小堀哲夫�氏

日時：2019年1月24日 木曜日���場所：長崎市・メルカ築町5階ホール

・今回の公開セミナーは、2017年に「日本建築学会賞」「JIA日本建築大賞」という国内��������������������������������������������

二大建築賞を史上初めて同年中にダブル受賞した小堀哲夫建築設計事務所 建築家で

法政大学兼任講師の小堀哲夫氏をお招きして「環境が人間を独創的にする」とは？

どう云う事か、、、、。�今からセミナーの開催が待ち遠しいですね。

壱岐には、松本隆之会員がいます。来年3月開催予定の九州支部建築塾の担当が長

崎地域会という事で、開催地を壱岐に決定いたしました。事前に壱岐の建築とまち並

み・文化や風土に触れ、建築塾の開催場所や宿泊先など事前に長崎地域会の会員相

互の共有化・協力意識を高めるために開催しました。

■松本隆之会員の作品の見学

・郷ノ浦サービス拠点施設、壱岐市消防本部、

特別養護老人ホーム（木造建築約5,500㎡）、

■勝本浦町並み散策

勝本浦朝市、勝本浦の集落を歩いた。

■宿泊先は、築100数年の木造3階建の旧旅館をそのまま活かしてリニューアルし

た、ゲストハウスLAMP壱岐

■260基の古墳が壱岐に存在

壱岐最大の古墳である鬼の窟古墳の見学

■建築塾テーマ予定地、宿泊施設の見学

□とても魅力的でエキサイティングな研修会となりました。

日時：平成30年12月19日水曜日��19:00~21:00

・本部理事会の協議内容・審議事項・他

・支部役員会の協議内容・審議事項、会員動向等について報告

・支部大会IN奄美大会報告

・市民公開セミナー開催について

→役割分担とエクスカーションについて

・建築塾準備進捗状況について

→塾生募集資料、サポーター参加依頼、宿泊先等

→塾生以外で参加される会員の為のエクスカーション等の準備

■今後の事業について

参加人数：22名  (会員：12名����協力会員：10名（オブザーバー参加））

・恒例の忘年会を開催しました。協力会員からは、会社のPRができる機会の要望が

長崎地域会役員会（第4回/持ち出し役員会)

日時：平成30年11月3日土曜日��13:00~15:00

参加人数：7名

報告事項：石山地域会会長退会について経緯説明・状況報告を行った。

・本部理事会の協議内容・審議事項・他

・支部役員会の協議内容・審議事項、会員動向等について報告

・支部大会IN奄美について/大会内容の説明

・九州建築塾開催について

→2019年3月13日~15日開催予定

→�壱岐での開催とテーマについて協議を行った

→開催場所や塾生がテーマに沿って計画する具体的な場所や建物について

・市民講座開催について

長崎地域会第5回役員会・例会/忘年会

日時：平成30年12月19日水曜日��18:00~18:40

参加人数：19名  (会員：12名����協力会員：7名（オブザーバー参加））

JIA九州支部各地域会�平成31年1月�活動報告

「壱岐の建築と集落 」見学会

目的：壱岐在住会員との交流・壱岐の建築文化を知る 

開催地：壱岐

参加人数：定例会7名�懇親会7名

日時：11月3日・4日
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■That is being held now.���「九州建築塾IN壱岐」�
『海流でつながる九州の島々』
日時：平成31年3月15-17日 ���場所：壱岐市郷ノ浦

■役員会・例会

日時：平成31年2月18日 月曜日��19:00~20:00

参加人数：会員9名���協力会員�3社

●協議事項

① 九州建築塾＠ 崎・壱岐について
��・開催日程�2019年3月15日（金）16日（土）、17日
② 九州 部・本部 部状況報告
③ JIA 崎地域会総会について 4 5 （ 曜 ） �ザ・ホテル 崎BWP

　17:00~18:00総会	18:15~20:00懇親会（会費7,000円）

● 4/20 部総会

今回の講演会は、ROKI Global Innovation CenterーROGIC�にて
国内二大建築賞・2017年建築学会賞、JIA建築大賞をダブル受賞
された小堀哲夫氏をお招きし、 「建築と環境と人間」と題してご講演
いただきした。
働き方を建築の環境という切り口からアプローチし��「環境が人間を独
創的にする」と云った観点からコンセプトを組み立て、そこで働く人の
「居場所」や「個々の交流」場の創造。或は、他者との交流の場として
の空間創りとその運営など、建築がもたらす影響について「環境」の
キーワードによる設計プロセスは、とても刺激的で有意義な講演会と
なりました。
発想の原点が生まれ故郷の自然風景や江戸時代の京都に遡るお話
など、わたくし達にも身近な処からの独創的な発想も分かり易く、
高校生や大学生の聴衆者にも好評でした。

JIA九州支部各地域会�平成31年1月-3月�活動報告

■「市民公開セミナー」開催

目的：壱岐在住会員との交流・壱岐の建築文化を知る 

開催地：長崎市�メルカ築町5階ホール（定員270名

参加人数：約150名（内会員14名、高校生、大学生約30名） 懇親会18名

日時：平成31年1月24日 木曜日

繋がっており、「海流と海風」を共有しているという切り口から、その風土と

建築・文化について考える。���それらを踏まえ、壱岐の島が直面する

問題点を通して、街並みや建築・ランドスケープなどの具体的な提案を行う。

塾生：13 名�����塾を支えるサポーター会員：9名������講師：2名
九州の島々が海流：大きな暖流が分岐する対馬海流と日本海流（黒潮）とで

日時：平成31年1月24日木曜日��19:30~21:00
参加人数：18名
●小堀哲夫氏を交えて会員、法人協力会員との懇親会を行いました。

●講演会の懇親会

●各地域会より”島つながり”ポスターを作成し塾会場に展示
第20回ＪＩＡ九州建築塾　～海流でつながる九州の島々～  

　

 

北福岡地域会

「港町門司港」 関門海峡の地の利を生かした西日本最大の要塞

　

 
　

 
　

 

白島（男島）
藍島

馬島
関門大橋
和布刈神社

門司港

関門海峡

白島（女島）

～白島国家石油備蓄基地～
石油の入った船を８隻浮かべた
世界でも珍しい洋上備蓄基地。
日本の消費する石油の約 9日分を
備蓄している。

小倉北区より北西約 12kmに位置する。
人口約 300人。　面積 0.68k ㎡

門司港駅

旧大阪商船 旧九州鉄道本社

旧門司三井倶楽部

旧門司税関 三宜楼

大連友好記念館

北福岡地域会　パネリスト　塩釜直人

　北九州地域は豊前国と筑前国に属しており別の国であった。
大化元年（645年）には今の和布刈神社付近に「文字ガ関」が置かれたといい、門司の地名由来となっている。
古代に九州地域を統括していた太宰府への第一の関所の位置付けである。
　明治時代。四面を海に囲まれた大日本帝国は外敵を防ぐため、全国に砲台を整備する必要に迫られていた。
関門海峡でも 1887年、田の首砲台・田向山砲台を起工し要塞の建設が開始された。
この時代の防衛は、敵が海岸付近まで攻めてきた所を船と協力して撃沈する。「陸に砲台、海に船」といったものであった。
そのため陣地は関門海峡の沿岸に集中しており、多くの大砲が設置された。
　1901年八幡の地に官営八幡製鉄所が建設された。同時期、門司港では産業近代化の起点、石炭・米・麦・硫黄・麦粉の
５特定品目の特別輸出港に指定され築港工事が開始された。
金融機関や商社・海運会社の支店が相次いで進出し、外国航路の港としての歴史が始まった。

第20回ＪＩＡ九州建築塾　～海流でつながる九州の島々～ 

北福岡地域会　 藍の島＝愛の島　～近代都市の影に生物共生の島～ 

　福岡県北九州市、小倉駅（ＪＲ・新幹線）から徒歩５分、そこは＜猫の島＞へ通じる小さな桟橋。舟は、鉄工や物流の続く関門海峡
を進み、玄界灘の外海に出ると、波が一気に高くなる。３５分の旅の先にあるのは、藍の島（あいのしま）。周長約１３ｋｍ。人口約
３００人、猫口も約３００匹。人と猫が共生する島。対岸には、肉眼でも十分に北九州のコンビナート、玄界灘沿いの風力発電のプロ
ペラが確認できる。もっとも、江戸時代は、中国からの密貿易船（唐船）を取り締まるため、遠見番所を置いて警備に当り、発見する
と、紺地に白く染め抜いた三階菱紋入りの大旗を振って伝えた。というのも頷ける。近くには、我々の現代生活や産業を影で支える石
油備蓄基地のある白島も望める。 
　我々の日常生活からはその存在が忘れられた島に、争い、進化に苦悩する現代人の社会を尻目に、人と猫が共存、共栄する楽園があ
るのは、何とも皮肉である。奇しくも、来期の北福岡地域会の活動コンセプトは、＜近代から環境へ＞である。年号の変わるこの年に、
次の新しい時代の形を模索する事を皆で考えようとしている。合理化、効率化、そしてＡＩ化・・・。人類はどこまで進化するので
しょうか？その先に、争いや差別、格差のない幸福な社会を描けるのでしょうか？青い空と透き通る海、動物も植物も、魚も鳥も共存
する愛の島に、我々が見落としているかもしれない、理想とする、もう一つの＜生＞の豊かさの答えを見せて貰った気がする。 

北福岡地域会　パネリスト　松島逸人 

第20回ＪＩＡ九州建築塾　～海流でつながる九州の島々～ 

福岡地域会　　相島の歴史と積石による記憶の継承 

　相島(あいのしま)は新宮町の沖合8kmに位置する小さな島で、近年は「猫の島」としても有名ですが、日本書紀や万葉集にも登場する
歴史の古い島です。島の周囲に砂浜はなく、小石が散る海岸線と玄武岩が侵食されてできた断崖で構成される独特の景観を有していま
す。 
　古くは縄文時代より人が住んでいたようで、長井浜の積石塚郡は古墳時代のもので石を積み上げただけで墳丘とした大規模な古墳郡
です。元寇の際は戦闘の舞台にもなっており、豊臣秀吉による朝鮮出兵の際に諸国の軍勢が戦勝祈願のため積み上げた石の山、鎖国中
に作られた異国船を監視する物見櫓の石垣が残っています。江戸時代には、朝鮮通信使のために500人収容の接待所があったとされ、
迎賓の為に当時の島民が建造した石積みの波止場は現在も健在です。 
　これらの島の先人達の痕跡からは、時には戦闘や交易の舞台ともなりながら、限られた自然素材の中でも身近な自然石を永続性のあ
るものと見なし、建築や土木、あるいは記憶の継承の媒体として時代を通じて利用して来たことが伺い知れます。 
　本土や大きな島にみられるような石工の繊細な技巧は見受けられませんが、丸みをおびた石を積み上げただけの造りすぎない様は自
然そのもののようでもあり、ありのままの自然と調和して暮らす島人のおおらかさが伝わってきます。 
　建築という自然に人の手を加える行為において、身近な素材を造りすぎずに地産継承していくこれらの手法こそ本来のサスティナブ
ルといえるのかもしれません。 

福岡地域会　パネリスト　西村友吾 
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第20回ＪＩＡ九州建築塾 ～海流でつながる九州の島々～

佐賀地域会   佐賀県の離島～からつ七つの島～
佐賀県には「高島(たかしま)」、「神集島(かしわじま)」、「小川島(おがわしま)」、「加唐島(かからしま)」、「松島(まつしま)」、「馬渡島(まだらしま)」、
「向島(むくしま)」の７つの離島があり、いずれも唐津市に属します。 各島は県北部の玄界灘に浮かんでいますが、それぞれ多様な歴史や文化を持っています。
最近では、島ごとにシンボルカラーを決め、７島を「レインボーアイランド」と称して、特色を生かした取組を行っています。

高島（たかしま） -宝当の島-
野崎隠岐守綱吉を祀った「宝当神社」が、宝くじに御利益があるとして全国的に有名になり、
毎年多くの宝くじファンが訪れます。「宝当グッズ」の他にも、魚のすりみを使った島なら
ではの「宝当てんぷら」も人気です。

-島のらじく- ）ましわがお（島川小-島の葉万- ）まじわしか（島集神
佐賀県の離島の中で本土から最も近い神集島は、万葉集との関わりが深く、この島で詠んだ 江戸時代に捕鯨で栄えた島で、島の中で一番高山である「地の山」には、今も「鯨見
とされる７首の歌が収められています。島内には歌碑が建てられ、その歌碑を巡る「万葉 張所」が残されています。現在は、イカ釣り漁が盛んで、生きたまま真空パックに詰め、
ウォーク」には、毎年多くの歴史ファンが訪れます。また、島の特産品として、石の上に
落とすと石の方が割れる、と例えられるほど硬い「石割豆腐」があり、現在はこの豆腐を
中心とした島おこしに取組まれています。

-島のブーリオ- ）ましつま（島松-島の椿と王寧武- ）ましらかか（島唐加
古代朝鮮三国時代の百済王である武寧王生誕の伝説が残るこの島では、毎年６月頃に日韓 島民のほとんどがカトリック教徒であるこの島では、毎週日曜日にミサが開かれています。
交流イベント「武寧王生誕祭」が開催され、大勢の参加者で賑わいます。また、この島に 海士漁が盛んであり、海士希望でUターンしてくる若者も数多くいます。現在は、オリーブ

。すで気人が油椿の％001度純、たっ使を椿るす生自

-島のメルグと漁士海- ）ましくむ（島向-島うあれふと然自大- ）ましらだま（島渡馬
島民の半数がカトリック教徒であるこの島では、毎週末、ミサが開かれています。佐賀 佐賀県の離島の中で最も面積が小さいこの島には、毎年８月に八坂神社の祇園祭りがあり、
県の離島の中で最高標高が最も高いこの島の「番所ノ辻」からは、唐津市鎮西町から長 島全体が盛り上がります。また、定期船発着所の近くには小さなビーチがあり、海水浴も
崎県壱岐市までの大パノラマが望めます。また、自然豊かなこの島には、野生のヤギが
生息しています。

佐賀地域会　パネリスト 野中　毅

急速冷凍した「宝凍イカ」が人気を集めています。

。すまいてれらて育に切大てっなに体一が政行と民島、とうよしに品産特の島を

楽しめます。
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長崎地域会　　長崎の離島と石の建築・ランドスケープ 

　離島県である長崎県には数多くの有人離島が存在します。その中でも地理・歴史的背景から特有の建築文化を持ち、世界遺産や国指
定文化財・史跡が数多くみられる「対馬」「壱岐」「五島」にクローズアップしてみます。大陸航路との関わりや宗教的背景、捕鯨・
漁業や地場産材料などの暮らしの営みの中で、それぞれの島に独自の建築形態が見られますが、今回は特に「石」という切り口で、ど
のように空間を作りランドスケープが生み出されていったのかを紐解いてみました。 
　自然石材は天然資源であり、地球上に限りがあります。現代建築では、その希少価値や運搬費などから高価な素材であり、予算に余
裕のある設計でない限りなかなか採用することが出来ません。写真の建築等は何れも地元で産出される材料を使用したもので、身近な
素材の利点をうまく活用して、目指す空間や意匠性を実現させています。しかしこれらの材料は山の塊から切り出したもので、その壮
観さと繊細さが同居する素材感、計算しつくされた緻密な施工は現代では再現できないものです。私たちの建築現場では、均一に成形
され、施工するだけの状態になった石が搬入されてきます。そうして出来た建築と、これらの建築から感じるものの違いは、ひとつひ
とつの石に注入された精神性が、面となり塊となって表現された時に、にじみ出てくるものだと言えます。 
　このような石の様々な表情を見ることのできる長崎の離島は、生活水準は決して高くないのかもしれませんが、本当の豊かさに直に
触れることのできる贅沢な空間が存在する場所ではないでしょうか。 

長崎地域会　パネリスト　松本隆之 

第20回ＪＩＡ九州建築塾　～海流でつながる九州の島々～  

　大分地域会 

間、

大分地域会　パネリスト　重田信爾

お お い た の 離 島 

写真　※1：大分大学理工学部　准教授　姫野由香氏撮影

【姫島村】

全景(※1) 島内の様子(※1) 島内の様子(※1)

黒曜石含有岩(※2)

【保戸島】

アサギマダラ(※2) 車海老(※2)

全景(※3) 路地(※3)住宅地の様子(※3) 住宅地の様子(※3) 県道(※3)

※2：姫島村HPより
※3：津久見市観光協会HPより

（各島の状況については、大分大学理工学部助教　姫野由香先生にアドバイス頂きました。）

　大分県の海岸線は、比較的なだらかな豊前豊後沿岸と、典型的リアス式海岸の豊後水道西沿岸からなり、全海岸線
延長は約７７５kmです。

　その海岸線では、古くは戦国時代の大友宗麟による南蛮貿易が行われたり、江戸時代の参勤交代での瀬戸内・大阪
方面への海路出入口など、海とのつながりは深くあります。関アジ・関サバに代表されるような海産物も豊富です。

【姫　島】

　その海岸に存在する島は『１０９』（海上保安庁による島数、そのうち周囲１km以上の島は２０）であり、その中

にゅう)島・大島・屋形島・深島（佐伯市）、黒島臼杵市））　今回は、その中から２島をご紹介します。

　大分県北東部に位置する国東半島の東先端にある、人口およそ１，９００名のとても自然豊かな島です。渡り蝶
「アサギマダラ」が、毎年初夏と秋の渡り途中に休息する島でもあります。「おおいた姫島」ジオパークとして
認定されており、住民らによるガイドなどに積極的に取り組んでいます。島内では、新交通…電気自動車…への

大分県と共同で、離島での新しい雇用の形を創り、地元の活力を高めようとしています。「離島×ＩＴ」の可能性を
取り組みや、文化的景観保存の取り組みにも非常に積極的です。また、直近では、ＩＴアイランド構想を掲げ、

　これら姫島村の積極的な活動の礎になっているのは、インフラ等基盤整備が1970年代後半に完了していることです。

【保戸島】

　最近は、交流事業にも積極的に取り組んでおり、鳥羽市のエコツーリズムのスキームに学びながら、「津っぱく」

　大分県は有人離島振興策が遅れ気味です。そんな中、島の個性や人材による様々な積極的な取り組みに注目していき

（一例ですが、大分市の上下水道整備率は７０％弱なのに対し、姫島は１００％です。また、各集落に公民館・公園

平地が少なく、海岸から山への傾斜面に３・４階建ての住宅がひしめきあい、高低差のある網の目の路地など、独特の
　大分県南部の津久見市にある、豊後水道に浮かぶ人口およそ９００名の島で、マグロの遠洋漁業の基地でもあります。

漁業関連施設が整備されています。）

景観をつくっています。

として津久見市と連携した取り組みをされています。婚活イベントなど、若手の女性が元気です。

で有人離島は県南を中心に『８』島です。（姫島（姫島村）、保戸島・地無垢(じむく )島（津久見市）、大入(おお

広げる取り組みや、未来のＩＴ人財の育成・創出・定着を目指す取り組みに取り組んでいます。

たいと思います。

第20回ＪＩＡ九州建築塾　～海流でつながる九州の島々～ 

熊本地域会　「あまくさの風景」キリシタン文化とアートポリスとネコがいる「西海岸」 

・天草は江戸時代には長崎と同じく「天領」でした．キリシタン文化の影響もあってか長崎地方へのシンパシーが大きいように感じま
す．天草は「本渡大橋（5号橋）」より東側を「上島」西側を「下島」と呼んでおり，町の雰囲気や文化は同じ天草でも大きく違うよう
に思います．ここでは天草の建築や風景を少しだけ紹介していきます． 
・旧三角町にはアートポリス２作品「天草フェリーターミナル（写真１）」と「漁業取締事務所（写真２，３）」があります．明治時
代にオランダ人技師を迎え入れて設計，建造された「三角西港」の石づくりは文化を感じさせる土木構造物です．港ではたまにスナメ
リを見かけることもあるようです． 
・旧大矢野町へは現在2つのルートがありますが，写真５は昔からあるいわゆる「1号橋」が定期的な塗装工事をされているところです． 
・写真１は上島の旧有明町にあるタコのモニュメントです．ゆるキャラブームを一笑するような，あまりにリアルな造形が目を奪いま
す．写真２は旧倉岳町にある大えびす像です．平成バブルの時代に「地方創成1億円基金」という制度で全国各地にいろんなものがつく
られましたが，これもその一つです．この時代だから実現できたモニュメントでしょうね． 
・キリシタン文化をより強く感じさせる下島には有名な教会がいくつかあります．旧河浦町は海から臨む教会があるまちの風景が魅力
です（写真１０）．崎津天主堂（写真１１）など，教会めぐりもおもしろいコースです．旧牛深町は熊本市内から車で3時間以上の距離
がありますが，ぜひアートポリス作品である「海彩館（写真８）」や「ハイヤ大橋（写真９）」を訪れ，夕陽を見ながら地産の食を楽
しみたいものです．漁業が盛んなため地域ネコたちがあちこちにたむろしています．ネコ好きのかたにはこれも一つの楽しみですね． 
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熊本地域会　パネリスト　堀田　実 
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　宮崎地域会　　ひむかの太平洋が生み出す島の景観 

【青島／宮崎県宮崎市】　対岸は青島海岸と呼ばれ、青島海水浴場などを含む一大観光地になっており、島へは橋を歩いて渡る事が出来ま
す。青島の周囲は、約1000万年～800万年前の地層が、侵食により独特な形状へ変化した岩で囲まれており、干潮の際には沖合い100m
にも及ぶ見事な景観で、国の天然記念物に指定されています。（日本の地質百選）その奇岩の形状が、洗濯板に似ている事から『鬼の洗濯
板』と呼ばれております。この小さな島、青島には樹齢300年を超えるビロウ樹やハマカズラ等　熱帯亜熱帯植物をはじめ多くの植物があ
り、国の特別天然記念物に指定されております。青島神社と青島海岸は、古事記などに書かれている神話｢海幸山幸｣の舞台でもあります。 
【幸島／宮崎県串間市】　ほぼ全域を常緑広葉樹と照葉樹林におおわれており約100匹のニホンザルが生息しています。このニホンザルを
含めた幸島全体が『幸島サル生息地』として昭和9年に国の天然記念物に指定され、日本を代表するニホンザルの生息地として保護されて
います。『イモ洗いをする行動』は文化を持つ猿として世界的に有名です。 
【大島／宮崎県日南市】　沿岸漁業の島であり、最盛期の1950年代には400人居た人口も過疎化が進み、1980年における人口は80人、
2018年に最後の島民が引っ越したことにより無人島となりました。しかし1日4便の定期船の他、大島を周遊する航路も開設され島の活性
化が図られています。島内にある鞍崎灯台は日本最古のコンクリート造、かつ無筋コンクリート造の建物。灯塔部が12角形という珍しい
灯台。平成20年に近代化産業遺産に登録され、更に平成31年３月に国の有形文化財に登録される予定。初点灯の１８８４年から約135年
間、海を見守りつづけています。 

宮崎地域会　パネリスト　遠藤啓美 
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鹿児島地域会 火山の島々と独自の文化・伝統と祭り

鹿児島県には離島がたくさんあり、離島関係の市町村の数、離島人口、離島面積が全国一位そして南北に長い。大きな島では人口も多く
都市と文化が発展しており、その中でも奄美大島、屋久島、種子島、与論島などは島という特徴を活かして観光都市として発展も続けてい
る。しかし、人口の少ない小さな島ではこれまでの独自の文化がそのまま残っている。悪石島のボゼや硫黄島のメンドン、下甑島のトシド
ンなど仮面神として伝統文化になっている。かつての文化は全て海から来ている為アジアの文化が海から運ばれてきた。そして現在では他
の地域との交通の手段が船しかない事より、港に集落が集まりその他に点在して集落がある事も特徴の一つであり、また火山帯にあたる為
温泉も多く湧き出ている島々である。
硫黄島は活火山であり起伏の多い地形である。フェリーの船着き場では活火山の影響で湾が褐色と海の青とのグラデーションとなってい
る。集落の風景も島という塩害の影響もあり公共の施設はコンクリート造の建物が多いが、集落の方は木造で板張りの外壁の建物が多い。
台風などの雨風を防ぐために建物は重心が低く、石垣で覆われている。沖縄から鹿児島の島々に見られる造りである。
悪石島も硫黄島と同じく港に集落が広がり、石積みの塀や温泉のある風景が見られる。伝統文化ではユネスコへの無形文化遺産登録であ
る「来訪神 仮面・仮装の神々」のボゼがある。秋田のナマハゲなどとは違い、人の顔というよりは植物に近い形態の顔をしている。
その他の島でも特徴を活かしており、宝島では港の周辺の地形を活かし壁画を描いている。種子島では長く平坦な地形と海を活かし、自
転車のツーリング大会を開いている。硫黄島では大自然の中で演奏できる魅力と島独自の祭りの音楽文化を活かし、アフリカの打楽器であ
るジャンベを取り入れ、みしまジャンベスクールとして観光名所のひとつにしている。

鹿児島地域会 パネリスト 木元達也
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北福岡 福岡 佐賀 長崎 大分 熊本 宮崎 鹿児島

■講演会

『JIAの役割とは』　講師：角銅剛太氏（前九州支部長） ■内容

◆1時限　9:30～12:30　（参加者：17名）
・木構造の設計書について
・設計課題ワークショップ
講師：ﾐｳﾗｸﾜﾉﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ有限会社　三浦逸朗

■忘年会

『JIAの役割とは』　講師：角銅剛太氏（前九州支部長）
◆2時限　13:30～15:45　（参加者：31名）
・トラスマニュアル講習

前半は藤田氏によるJISトラスについての講習をしていただいた。
様々な形態のトラスがスパンや形状に応じて規格化されており、
中大規模物件の設計をする際にこれまで鉄骨、RCで設計すること
が一般的だった物件にも木造で検討できる可能性があることを教
えていただいた。
　後半は功刀氏によるプレカット技術の利用に関して講習してい
ただいた。コスト削減をするために流通材を利用することの重要
性や、木造で設計するための支援ツールがwebに公開されている
ことを教えていただいた。

場所：株式会社玉井木材センター
参加人数：31名

JIA九州支部各地域会　平成30年12月～平成31年1月　活動報告

主催：大分地域会　　共催：(公社)大分県建築士会
後援：大分県、大分県木材協同組合連合会
日時：平成30年12月19日 水曜日 10時～17時

大分地域会　第7回例会（講演会）・忘年会

場所：トキハ会館　4階　つばきの間

講師：角銅剛太氏（前九州支部長）

参加人数：講演会・忘年会　33名（内会員14名）

日時：平成30年12月18日 火曜日 17時30分～21時

小島前会長のご発声で乾杯しました
・支部大会の報告を行いました
・第5回　木造マイスターステップアップ事業の案内を

行いました
・協力会員の皆様にご挨拶いただきました

平成30年度　木造マイスター
ステップアップ事業　＜第5回＞

・これまでの角銅氏の生い立ちと出会いについて講義い
ただきました

・ご自身の作風と職能ついての悩み、次世代を担う子ど
もたちへの思いをご紹介いただきました

・「旅のすすめ」を拝聴しました
・JIAが職能団体として力を合わせて地域にアピールす

べきとのことでした
・最後に若い建築家へのエールをいただきました

・一般流通材を使用した低層非住宅木造の低コスト化と
コスト比較

講師：(一社）中大規模木造ﾌﾟﾚｶｯﾄ技術協会
　　　理事　(株)マルダイ 顧問　功刀友輔

木材や木造・木質建築物の状況に関しての最新情報や今後の展
望、大分県における取組み等を、三浦氏の視点でご説明頂いた。
具体的には、木材を活用する上での注意点、コストに関する情
報、木造の防耐火、中断面集成材、JAS材等に付いての基礎知識を
教えていただいた。

講師：(一社）中大規模木造ﾌﾟﾚｶｯﾄ技術協会
　　　監事　藤田木造構法計画 代表 藤田 譲
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◆内容

・木造マイスターステップアップ事業終了の報告
◆内容 ・大分県木造住宅等推進協議会への入会検討
◇1時限　9:30～12:30　（参加者：25名） ・来年度事業計画および予算計画の承認
・試設計報告について ・+A支援金他会計関係報告
　　講師：ﾐｳﾗｸﾜﾉﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ有限会社　三浦逸朗 ・+A　mini-labo、大分県建築士会リノベ塾、
・評価と今後の防耐火について 　日本建築学会九州支部大会等の開催案内
　　講師：一級建築士事務所桜設計集団　安井昇 ・例会企画の希望者募集

◇2時限　13:00～14:30　（参加者：28名） 日時：平成31年2月12日 火曜日 19:00～20:00
・2×4の現状と今後について 場所：日建学院大分校　3階教室
　　講師：（株）吉高綜合設計　吉高久人 参加人数：23名（内会員13名）

◆内容

・支部関係報告

・九州建築塾　塾生再案内

・30周年記念誌について

・デザインレビュー、及び高校生レポーターの件

・竹宮会員+Aメンバーによる「大分建築カレンダー」企画中

◇3時限　14:40～16:55　（参加者：23名）
・中大規模建築の木質化についての座談会 日時：平成31年3月9日 土曜日
　　進行：ﾐｳﾗｸﾜﾉﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ有限会社　三浦逸朗 ◆内容

場所：J:COM ホルトホール大分　404会議室
参加人数：28名

JIA九州支部各地域会　平成31年1月～平成31年3月　活動報告

日時：平成31年1月22日 火曜日 19:00～20:00
場所：J:COM ホルトホール大分　410会議室
参加人数：26名（内会員13名）

■大分地域会　第8回例会

日時：平成31年1月18日 金曜日 9:20～17:00

主催：大分地域会　　共催：(公社)大分県建築士会
後援：大分県、大分県木材協同組合連合会

■平成30年度　木造マイスター
　ステップアップ事業　＜第6回＞

全6回の本事業への取り組み、及び、現在の実務の実状等を踏ま
え、中大規模建築の木質化に対する考え方を、参加者それぞの視
点から意見やコメントをお聞きした。併せて、今後取り組みたい
課題についての要望もお聞きできた。
参加者は、これからの木質・木造についての情報収集や勉強を継
続したいとの要望が多く、今後の取り組みに生かしていきたいと
考えている。

今年度のデザインレビューに、大分舞鶴高校　薬師寺菜加さん（+Aメン
バー）が高校生レポーターとして参加させて頂いた。本人より「あっと
いう間の1日で、非常に刺激的で勉強になった」とコメント。
今回、大分からの参加者を、高校生レポーターとしてご承認頂いた九州
支部　川津支部長をはじめ皆様に感謝申し上げます。

2×4工法を得意とされる吉高氏より、2×4工法の木造非住宅施設
の防耐火仕様の現状や、今後の展望などを実例を交えながらご説
明頂いた。

■大分地域会　第9回例会

■デザインレビュー/高校生レポーター

これまで過去5回実施してきた本事業を元に、三浦氏の進行で、非
住宅分野の木材建築の試設計の検討を行った。また、安井氏から
同分野に対する現状や今後についての留意点や展望など、様々な
お話をして頂いた。
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日時：平成30年12月 7日  金曜日 18：30 - 20：30

会場：熊本市上通　同仁堂スタジオライフ 

1．開会挨拶

2．報告事項

 2-1　林田直樹氏　JIA本部理事会入会承認10／17

 2-3　九州支部第5回役員会10／27（土）等　報告

 ・本部理事に柴田真秀会員を推薦することを了承 

 ・九州支部大会ｉｎ奄美12／8（土）～9（日）

 ・JIA本部より「2019年度事業計画(案)予算(案)」作成要請

 ・九州支部30周年記念誌関係　熊本地域会名簿提出済

 ・九州設計3団体 セミナー・懇談会、懇親会 参加報告　　

3．協議事項

 3-1　第31回ライティングパーティ 12／7（金）の準備

 3-2　全国大会参加や25年賞調査費用の負担額について

 3-3　正会員及びジュニア会員入会希望者について 

 3-4　熊本地域会のジュニア会員規定について 

■秘伝披露ミニ講座　20：30～21:00

　　講師 古川 保会員「耐震補強の基本」

 (CPD認定講座5回終了のため例会時「ミニ講座」開催)

(一会員作品)

■九州支部大会2018in奄美　12月8日（土）

　　　　　熊本地域会より5名参加しました。

■今後の日程
　・熊本地域会2019新年会例会

　　　　　　日時：1月24日（木）18：30～21：00  

　・九州支部2018第7回役員会

　　　　　　日時：2月 2日（土）14：30～

　・H30第2回熊本地域型復興住宅推進協議会

　　　　　　日時：2月 5日（火）13：30～

　・熊本地域会2018第8回（2月）例会　

　　　　　　日時：2月28日（木）18：30～21：00  

JIAは「第18回JIA25年賞」を 5作品選定しました。

熊本地域会の推薦に基づき小国町の意向、現地確認は6
月28日に役場・現地で、設計者（葉祥栄氏）の意向確
認は7月13日に福岡糸島にて、担当3名（松下・内山・
東大森）で行いました。JIA本部へ申請手続きを行い、
「JIA25年選」として登録。防災上禁じられていた
3,000㎡を越える木造体育館の建設には、着工するのに
足かけ３年を要しました。現在も設計者への尊敬があ
ること。大規模木造建築のパイオニアであり、現在、
様々な地域の活動にほとんど毎日利用され地域の人達
に「小国ドーム」として親しまれています。その後、
11月13日には、JIA本部からの現地審査が行われ、12月
16日「JIA25年賞」に「霞が関ビル」などとともに「小
国ドーム」が選定され、受賞が決定しました。

木造家屋における身近な材料を用いた簡便な
耐震補強法の提案と耐震性能評価

公民館で手作り
料理、奄美民謡
と総踊りでの懇
親会

地元の方々の
「おもてなし」
を受けました。

第7回 熊本地域会例会（報告）

日時：平成30年11月22日 木曜日 18：30 - 21：00

JIA九州支部各地域会　平成30年11月～平成30年12月　活動報告

毎年12月クリスマス時期に、会員及び会員外や学生も
参加して「手づくり照明器具」作品を製作、出展、コ
ンクールを「クリスマスライティングパーティ」とし
て開催。本年もクリスマスのこの時期に、第31回「ク
リスマスライティングパーティ 」を開催しました。九
州支部奄美大会前日にもかかわらず川津支部長にも参
加いただき、ピアノ演奏・独唱から始まり、立食歓
談、作品発表、コンクールと会員内外やメセナとも楽
しく交流しました。多くの賞は学生、会員外の方々が
受賞されました。

会場：国際交流会館　第5会議室

参加者：12／14名（基本毎月、全員参加例会）

第31回「クリスマスライティングパーティ」

参加作品：36作品

第18回「JIA25年賞」を受賞

施工者：橋本建設

作品名：小国町民体育館「小国ドーム」（熊本県小国町）

設計者：葉デザイン事務所

竣工年：1988年5月

 2-2　11／13（火）25年賞の現地審査　同行報告
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☑内山龍夫 ☑丹伊田穣 ☑東大森裕子

☑吉武龍輝 ☑松下隆太 ☑柴田真秀 ☑森下  修

☑梅田  彰 ☑古川  保☑上村清次 □原田展幸

☑高井信彦 ☑堀田  実☑林田直樹

1.　開会　　18：30～

　1.-1　出席者確認、資料及び例会次第の確認

　1.-2　開会の辞　（高井）

2. 報告事項

　2.-1　JIA25年建築選登録（小国ドーム）及びJIA25年賞の受賞について　（松下）

　2.-2　第31回ライティングパーティ　事業、決算報告　（松下）

　2.-3　熊本県地域型復興住宅推進会議 2／5（火）　配布資料にて説明　（梅田）

くまもと型復興住宅の取組み、次年度の取組み、熊本県より再建状況

　2.-4　九州支部報告　（東大森）

　　　　・第6回役員会 2／2（土）報告

　2.-5　その他

　　　　・30周年記念誌 熊本地域会ページの確認　（東大森）

　　　　・建築塾ＩＮ壱岐より　島の写真パネル用作成の依頼　（堀田会員作成、送信済）

3. 協議事項

　3.-1　2019年JIA九州建築塾　熊本地域会主管・開催について　（高井）

　　　　・現在のJIA九州建築塾の課題の抽出・検討

　　　　・開催の方向だと　→　塾の新しい企画（建築塾のあり方など）

テーマ、企画、規模、対象、時期、運営、担当などの意見交換

（出席者全員より意見を聴く、主管開催することで決定）

　3.-2　2018年度熊本地域会　事業報告、決算見込み（第3四半期分提出）　（高井）

　3.-3　2019年度熊本地域会　事業計画（案）、予算（案）　（高井）

（例年通りの事業・予算案で予定）

　3.-4　2019年度熊本地域会　役員・担当について　

（本年は役員改選期ではないが、確認、追加及び変更）

4. その他

　　　　・熊本市役所建替え問題（耐震性等）について　市へ意見提言書を提出　（古川）　

■ミニ講座　20：30～21：00 ■2019年 熊本地域会新年会

□　日　時　　2019年　1月24日（木）

　　講師　高井　信彦会員　 　　　　　　18：30～ 報告、連絡　19：00～ 新年会

　　「建築裁判で訴えられたら？」 □　会　場　　肥後路 （銀杏通り）

■今後の日程

　・2019熊本地域会　総会

　　　　　　日時：3月28日（木）18：30～

　・2019九州支部　第1回役員会  

　　　　　　日時：4月20日（土）12：30～

　・2019九州支部　通常総会

　　　　　　日時：4月20日（土）14：00～

専門家(建築士等)の関わり方や意見書、調査報告書作
成と証拠採用等、裁判所の見かたは、また・・・

JIA九州支部各地域会　平成31年 1月～平成31年 3月　活動報告

■2018年度熊本地域会 第7回例会

出席：13／14名（年8回開催）

日時：2019年　2月28日（木）18：30～20：00

会場：夢ホール熊本市民会館　第8会議室

2019年度に向かって、熊本地域会会員の懇談会として開
催、楽しく飲んで意見交換を行いました。

CPD認定講座5回で終了のため例会時の「ミニ講座」

裁判所紛争解決手段として、下記、建築民事裁判及び
建築民事調停の進行について

建築裁判：提訴、答弁、弁論、証拠、意見書、専門委
員、鑑定、争点整理、付調停、現地進行、調停成立、
和解勧告、和解案、和解拒否、裁判へ戻る、人証調
べ、判決文、上級審

建築調停：申立、答弁、専門調停委員、話合い、意見
書、現地調停、事実認定、調停取下げ、調停に代わる
決定、調停条項、異議申し立て、調停成立／不成立
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JIA九州⽀部各地域会 平成31年1⽉ 活動報告

場所：宮崎市⺠プラザ4Fギャラリー2

B2Aarchitects ⾺場兼信⽒ ／ ㈱近藤哲雄建築設計事務所 近藤哲雄⽒

参加⼈数：定61名

宮崎県設計3団体共催【JIA・宮崎県建築⼠会・宮崎県事務所協会】
⽇時：11⽉22⽇ ⽊曜⽇ 18：30〜20：30

当⽇は参加⽬標⼈数100名には達しませんでしたが、参加された
⽅々は両講師の建築に対する考え⽅に、⼀⽣懸命⽿を傾けていま
した。来年度もこの企画を続けていきたいと考えておりますの
で、今年参加された⽅は来年もお越しください。今年参加できな
かった派是⾮来年こそは⾜をお運びください。

「建築セミナー2018 」 2017年度JIA新⼈賞受賞者講演会 2018年度 第2回 JIA宮崎地域会セミナー

参加⼈数：25名

宮崎地域会では、定期的に会員以外の⽅々も対象に建築セミナー
を開催しています。今回は2部構成とし、第1部では全国⼤会の報
告。第2部では「リフォームへの取り組み」というタイトルで開催
しました。

次回は2/18（⽉）を予定しております。会員の作品発表や、奄美
で開催された⽀部⼤会の報告が⾏われる予定です。お楽しみに！

2018年度 JIA宮崎地域会 忘年会
⽇時：12⽉19⽇⽔曜⽇19：00〜深夜
場所：炭焼き「あんばい」
参加⼈数：19名

今年も会員8名、
協⼒会員11名
で、楽しく忘年
会が開催されま
した。仕事の話
やどうでもいい
話で、夜遅くま
で懇親が続きま
した。

九州全体でも設計3団体での会議が開催されていることもあり、昨
年度宮崎県設計3団体で集まり、協⼒して何かやっていこうという
ことになりました。それを踏まえ、今年度当初より3会からそれぞ
れ代表者を出し、何をやっていくか協議を重ね、JIA新⼈賞受賞者
による講演会と3会メンバーのパネル展を⾏うことになりました。

⽇時：11⽉12⽇⽉曜⽇19：30〜21：00
場所：宮崎ガス会議室
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JIA九州⽀部各地域会 平成31年3⽉ 活動報告

⽇時：1⽉21⽇⽉曜⽇19：00〜21：00
場所：宮崎市⺠プラザ
参加⼈数：7名

⽇時：2⽉18⽇⽉曜⽇19：00〜21：00
場所：宮崎ガスリビング

報告事項
・延岡駅周辺整備ＰＪ内覧会
・建築セミナー決算報告

2018年度 第7回 JIA宮崎地域会例会 2018年度 第3回 JIA宮崎地域会セミナー

参加⼈数：11名

協議事項
・⽀部事業計画
・⽀部HP
・名誉会員等
・建築塾塾⽣募集
・次年度事業計画・予算案
・次回地域会セミナーに関して

サロンタイム
⽇経BP社 省エネNEXT編集⻑ ⼩原隆⽒を招いてのサロン

専⾨分野の省エネ及び中⼤規模⽊造建築分野に関して、会員との有意
義なサロンタイムを開催することができました。

宮崎地域会では、定期的に会員以外の⽅々も対象に建築セミナー
を開催しています。今回は会員の松⽵昭彦による「マイペース設
計⼈⽣のお仕事紹介」というタイトルのもと、設計に対する考え
⽅、仕事の進め⽅、作品の紹介を⾏いました。また今年度開催さ
れた九州⽀部⼤会IN奄美の充実した内容の報告を⾏いました。な
お協⼒会から、次年度改正される防⽕設備の説明会も実施しまし
た。

2018年度 第8回 JIA宮崎地域会例会
⽇時：2⽉18⽇⽉曜⽇18：30〜19：00
場所：宮崎ガスリビング
参加⼈数：5名

審議事項
・⼩嶋健晴さん⼊会の意向

協議事項
・建築塾 塾⽣：ごとう計画設計 枝松⽒応募
・30周年記念誌配布先に関して



北福岡 福岡 佐賀 長崎 大分 熊本 宮崎 鹿児島

日時：平成30年10月28～30日 日～火曜日
場所：大韓民国 全羅北道（全州市拠点） 

「父母の家」（設計：松山将勝）見学会
　第６回 九州支部役員会

■10月29日（月） 　九州支部大会　開会式・シンポジウム・レセプション

■報告事項

個人協力会員：枦山智春氏（鹿児島）承認
KIRA全北との国際交流の報告（10/28-30）

九州支部大会in奄美の報告（12/8-9）

■協議事項

JIA鹿児島建築展2019日程と会場決定：
　　10/18-20（金土日）、県民交流センター６階ギャラリー
新年合同例会１月１５日（火）ホテルマイステイズ天文館

全国より応募があり公開審査会を実施した話題のプロポ作品

2019年度総会日程と会場決定
　　　　：4月16日（火）、ホテルマイステイズ天文館を予約

世界遺産史跡「弥勒寺跡、石塔（復元工事）」と資料館見学。日
本とゆかりの深い当時の百済王朝に思いを馳せる。全州市へ移
動。  交流会議セミナー発表会：韓国側１名「サスティナブル建築
について（イ・ギルハン会長）」、日本側２名「ＪＩＡ鹿児島地
域会の建築家ご紹介（宇都）」・「阿久根いわしビルのリノベー
ションについて（木元）」

　18：00-例会、18：30-報告会（KIRA交流・支部大会）、
19：00-講演会（鰺坂教授）、19：30-懇親会

日時：平成30年12月11日 火曜日 18:30-20:00
参加人数： 7名　　　　場所：和総

開会式は来賓４名：朝山毅様（奄美市長）、鈴木弘二様（JIA副会長）、
建築士会・建築士事務所協会（各奄美支部）より伊集院支部長・作山支
部長を迎え盛大に行われました。

シンポジウム【九州の建築・奄美の建築】は各地域会＋奄美＋沖縄より
パネラーが登壇し特色あふれる発表を行い、コーディネーターと審査員
３名が加わり盛り上がりは最高潮に達しました。

レセプションは「奄美民謡＆六調」と「奄美八月踊り」が特筆でした。
総合司会の山本華世さん、唄者の松山美枝子さん・平田まりなさん、須
野集落の皆さん本当にありがとうございました。

■12月 9日（日）

第４回　鹿児島地域会役員会

エクスカーション【奄美の自然と文化を体験するツアー】奄美の原生林
「金作原」散策／郷土料理「ひさ倉」鶏飯の昼食／「大島紬村」見学／
「ハブに会いまショー」見学／「きょら海工房（松山さん設計）」見学
／奄美パーク「田中一村美術館」見学　　※記録は別途記録配信します

JIA九州支部各地域会　平成31年1月　活動報告

2018年度 日韓交流（KIRA全羅北道を訪問）

参加人数：訪韓団　5名（下山、岩田、奥平、木元、宇都）
■10月28日（日）

「吉建築士事務所（KIRA全北イ・ギルハン会長主宰）」訪問、益
山市へ移動。「全羅北道科学教育院（設計：吉建築士事務所、大
統領賞受賞）」見学および院長訪問。

韓国入り、扶余（プヨ/旧百済の首都）に立ち寄り、百済文化団地
にて世界遺産の史跡と博物館を見学。

九州支部大会 2018 in 奄美
日時：平成30年12月8-9日 土～日曜日
参加人数：59名（内、会員52）　

講師：NASCAより八木佐千子（代表）・狩野広行（担当）

予算削減により規模縮小しホール棟を先に完成。並行する図書館
は２期工事となる。プロセニアムの無い左右非対称のホールは
様々な仕掛けにより演目に合せて変貌する。

■10月30日（火）
全州韓屋（伝統建築保存地区）～国立無形遺産院（近代建築）見学。全
羅北道庁ご訪問、建設交通局長と接見、道庁内での建築文化祭展示作品
見学（日本側 15作品を含む）。
全羅北道建築文化祭開会式参席、基調発表「熊本地震とJIAの活動
について（下山）」、KIRA会長へ記念品授与。

設計：古谷誠章＋ＮＡＳＣＡ
完成現場見学会「風テラス阿久根」

日時：平成30年11月22日 木曜日 10:00-12:00
参加人数：18名　　　　　　場所：鹿児島県阿久根市

場所：奄美市笠利町須野公民館、他（奄美大島各地）
■12月 8日（土）





2018年支部大会 IN奄美 

鹿児島地域会 下山道男 

 

2 年に 1 回開催される九州支部大会を鹿児島地域会が主幹で、12 月 7 日(土)、8 日(日)

に奄美市で開催しました。式典の会場は奄美空港に程近い須野地区の公民館でした。この

地区では祭りなどで集まり食事も出すとのことで、公民館の厨

房設備は充実しており、今回の支部大会にも十分な広さでした。 

本部からは鈴木副会長にお越しいただき、大会の挨拶とシン

ポジュームのコメンテーターとして登壇を頂きました。来賓の

方々は、奄美市 朝山市長、鹿児島県建築士会 奄美支部伊集院

支部長、鹿児島県建築士事務所協会 奄美支部作山支部長で、

皆様には奄美の文化や建築についてお話をして頂きました。 

シンポジュームは各地域会の特徴的な建築の紹介をしても

らい、参加者で議論を行うものでした。映像を使い発表するも

のでしたが、発表者全員が持ち時間を過ぎても終わらず熱く語

り続け、予定の時間は各自の発表のみで議論する時間もなく終

了してしまいました。自分の住む場所を愛しているのが JIA の

会員であることの良く分かるシンポジュームとなりました。 

懇親会では地区の方々に奄美の郷土料理を出していただきました。松山幹事長ご両親に

も大会の準備など地区の方々と共にご協力を頂きました。 

アトラクションでは「奄美民謡＆六調」と「奄美八月踊り」が特筆でした。唄者の松山

美枝子さん・平田まりなさんに奄美の民謡を披露していただき、

懇親会のクライマックスは公民館の前庭に出て、須野の方々に

手ほどきを受け参加者全員で「八月踊り」などを、小雨をもの

ともせず輪になり参加者全員で踊りました。公民館室内からの

光だけしか無い暗闇の中での祭の体験はなかなか味わえない

ものとなりました。 

奄美の郷土料理と黒糖焼酎を奄美の民謡を聴きながら楽しみ、須野地区の方々と踊りを

通しての交流が印象に残るもので、奄美の文化を知り楽しんだ大会となったと思います。 

懇親会が終了し須野公民館からホテルまでは 1 時間バスで移動となりましたが、バスの

中ではシンポジュームの第二部が行われ語り足りなかった会

員が順次建築から人生まで幅広く発表や質問が飛び交い、名瀬

のホテルへの移動はあっという間でした。 

  



 

翌日のエクスカーションは、午前中金作原の原生林をガイドの説明を聴きながら散策し、

昼食は奄美の郷土料理鶏飯をいただきました。世界遺産の登録

を目指している原生林は、奄美でしか見ることのできない植物

や鳥の鳴き声が私たちを迎えてくれました。泥染めで知られて

いる大島紬の郷、サトウキビの加工場とレストランを併設した

奄美きょら海工房、猛毒を持つハブの生態をユーモアを交えな

がら教えてくれる原ハブ屋、最後に訪れたのが奄美の風景を描

いた田中一村の作品を展示している美術館。建築だけでなく奄美の自然に触れることがで

きたエクスカーションでした。 

 

奄美での開催は宿泊を伴うもので参加者には大きな時間と費用の負担をお掛けしました

が、大会には 50 名以上の会員の参加と奄美の建築関係の方々も参加して下さいました。ま

た、支部大会の準備では奄美の会員や須野地区の方々に大変お

世話になりました。鹿児島地域会の会員も支部大会の受け入れ

でご苦労をおかけしました。とりわけ松山さん、酒井さん、小

野さんの３名の尽力無しでは開催できませんでした。 

シンポジュームでは、パネラーの依頼を各地域会の代表は快

く引き受けていただき、発表では会場を大変盛り上げてくれま

した。突然指名して鈴木副会長、三迫さん、田島さん、東大森さん４名に審査員をして頂

きました。皆様の肝要さに感謝いたします。 

これまでと趣の異なる奄美での支部大会は、関係者に感謝するとともに参加者の記憶に

残る大会になったことを願います。 

 

支部大会 参加者（須野公民館）       奄美の里での集合写真 
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